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はじめに

　福島を襲った未曾有の災害は放射線という深刻な被害をもたらし、
未だその収束は見えず、未だ福島の未来を想像することはできません。
　福島を去る人、残る人、家族がばらばらになってしまう人、仕事を
失う人、様々な人達がいます。その過酷な運命の中で、今も厳然とし
て福島で生まれ育つ若者達がいます。
 
　逆境が人を作ると言います。そして今の福島以上の逆境はありません。
だとすれば福島からは将来有為な人材が生まれるはずです。もっと言え
ば生まれて、その人達が福島の未来を創ってゆかなければなりません。
　福島の逆境が、福島や日本を作る未来の英雄を育たなければ、福
島に生きる人の過酷な運命とのバランスが取れません。

　かつて幕末北越戦争戊辰戦争の一つで敗れた長岡藩は減知され、
実収にして6割を失って財政が窮乏し、藩士たちはその日の食にも苦慮
する状態でした。このため窮状を見かねた長岡藩の支藩から百俵の米
が贈られることとなりました。藩士たちは、これで生活が少しでも楽に
なると喜びましたが藩の大参事小林虎三郎は、贈られた米を藩士に分
け与えず、売却の上で学校設立の費用とすることを決定しました。藩士
たちはこの通達に驚き反発して虎三郎のもとへと押しかけ抗議します
が、それに対し虎三郎は、「百俵の米も、食えばたちまちなくなるが、教
育にあてれば明日の一万、百万俵となる」と諭しました。これが越後の
米百表のいわれです。
 
　このプロジェクトは、「福島の米百表」福島の若者を育てるプロジェクト
です。福島の若者に「本物」に出会う機会を作り、そこから福島の若者
が刺激を受け、大きく育つ。 
　「30年後の英雄は福島から出る」ということを信じて、このプロジェク
トをスタートしたいと思います。

ふくしま復興塾実行委員長

加藤  博敏
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2013年度ふくしま復興塾概要1
背景と目的1-1 ■

組織1-2 ■

企画概要1-3 ■

　福島県は、2011年3月11日の地震・津波、さらに翌日の原発事故後、世界に類を見ない危機的な

状況に瀕しています。そんな福島も、震災後2年以上が経過し、地域による差はあるものの、ある程度

復旧フェーズは終えたということができるでしょう。今後の福島は、経済・文化・政策等多様な分野で

復興のフェーズに入らなければなりません。しかし、復興を進めていくリーダーとなる若い人材は不足し

ています。また、福島の課題は日本や世界の課題と言うことができ、福島の課題を解決することは、世

界的にも大きな意義があると言うことができます。

　このような背景からふくしま復興塾は、①福島の現状を捉えた上で、福島復興に取り組む志と覚悟を

持ったリーダーを育成する、②人類史上稀に見る原発災害が発生した福島だからこそ、顕在化してきた

ニーズや課題を解決する事業を起こす、の2点を目的として開講しました。

　ふくしま復興塾は、福島に縁のある経営者を中心とする発起人の呼びかけのもと、福島大学うつくしま

ふくしま未来支援センター内に事務局を置き発足しました。

　2013年度のふくしま復興塾は、起業家・大手企業の社員・行政職員・NPO職員・学生といった多

様な分野の若者25名を塾生として迎えました。5月18日の開講以来、12月14日の最終発表会まで、基

本的に月2回土曜日の午後に、郡山情報ビジネス専門学校様の教室をお借りして行いました。

福島大学　うつくしまふくしま未来支援センター
ふくしま復興塾事務局　事務局長：丹波史紀

協力会社
山田　純

木幡　仁一

佐藤　俊和

高橋　仁

上　昌広

佐藤　恵一

クレアコム特別顧問

木幡仁一税理士事務所代表取締役税理士

ジョルダン株式会社　代表取締役社長

株式会社ジンコーポレーション 代表取締役社長

東京大学医科学研究所特任教授

東和株式会社 代表取締役社長

学校法人新潟総合学園総長

日本電設工業株式会社 取締役会長

ぴあ株式会社 代表取締役社長

株式会社ピーエイ 代表取締役社長

福島大学 准教授

池田　弘

井上　健

矢内　廣

加藤　博敏

丹波　史紀

発起人（所属50音順）

キリンビール株式会社

ふ
く
し
ま
復
興
塾
実
行
委
員
会
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プログラム実施報告2
　2013年度のプログラムは、前半の「福島を知る」フェーズとして、浪江町フィールドワーク・現場の人

や専門家の講義・ウクライナフィールドワーク等を実施しました。その後、後半の「事業立案」フェーズ

では、講師やメンター陣からのフィードバックを受けながら、各自が解決したい福島の課題の解決案を

検討しました。　

日　付 担　当 内　容

福島県庁

浪江町役場

伊達市役所

東京大学医科学研究所

よつば保育園

福島大学

福島大学

福島大学

ふくしま復興塾事務局

株式会社umari

宍戸　　慈

ふくしま復興塾事務局

「子供」、「産業」、「食」、「コミュニティ」の
4テーマに分かれてのゼミ

講義：「ふくしま復興」を歴史（大局）的
および哲学（普遍）的観点から捉え
そのうえで「自分の軸」を再構築する

デザイン思考を使った
プロジェクト立案ワーク

ガイダンス

浪江町フィールドワーク

講義：「伊達市の除染」について

講義：被災者たちの地域復興

講義：ウクライナ訪問について

ウクライナフィールドワーク

ウクライナフィールドワーク報告会

事業立案についての講義・ワーク

プロジェクト立案のワーク

講義：事業計画と予算

講義：新しい事業の立ち上げについて

講義：行政の観点からのプロジェクト推進

プロジェクトの中間発表会

最終発表会リハーサル

最終発表会

 5 月18日

 6 月 1 日

 6 月15日

 7 月 6 日

 7 月20日

 8 月 3 日

 8 月12～17日

 9 月 7 日

 9 月21日

10月 5 日

10月19日

11月 2 日

11月16日

12月 7 日

12月14日

株式会社ピーエイ

福島県庁

玉川　　啓 
小林　直樹 

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

半澤　隆宏

上　　昌広

近藤　能之
奥本　英樹
林　　薫平
開沼　　博

木戸　寛孝

ふくしま復興塾事務局

ふくしま復興塾事務局

松田　　創株式会社イワ・クリエイティブ

ふくしま復興塾メンター

木幡仁一税理士事務所 木幡　仁一

加藤　博敏

玉川　　啓

様

様

様

ふくしま復興塾発起人

ふくしま復興塾メンター

ふくしま復興塾事務局

様
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各プログラムの概要2-1 ■

　5月18日に、ふくしま復興塾の第一期が開講

しました。当日は主催者側として、福島大学う

つくしまふくしま未来支援センターの中井セン

ター長と、ふくしま復興塾発起人の木幡税理士

から挨拶がありました。続いて、協力企業であ

るキリン株式会社CSV推進部の古賀様より来賓

挨拶をいただきました。その後、塾生全員が福

島復興にかける思いと共に自己紹介を行いまし

た。最後に第一回の講座として、スタンフォード

大学発の課題解決の手法であるデザイン思考の

説明と体験ワークを行い、初日を終了しました。

ガイダンス（5月18日）

デザイン思考の体験ワーク

キリン株式会社 古賀様の挨拶
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　6月1日に、警戒区域が解除されて間もない

浪江町へのフィールドワークを実施しました。

当日は郡山駅に集合してバスに乗り、いわき市

から国道6号線を北上し、福島第一原子力発電

所付近を通過して浪江町に入りました。浪江町

内に入ると、まずは浪江町役場にて、震災当時

に現地で勤務していた玉川様・小林様（現在は

それぞれ、出向元の福島県庁・避難先の浪江

町役場二本松事務所に勤務）から、震災当時

やその後の経過のお話を聞きました。そのお話

を受けて、震災後2年以上が経過しても生 し々

い津波の傷跡の残る請戸地区や、グラウンド一

杯に除染で発生した汚染土が置いてあるふれあ

いセンター等を視察し、帰路につきました。

浪江町フィールドワーク （6月1日）

元浪江町役場の玉川様

津波の爪痕が残る請戸小学校
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　6月15日と7月6日の講座では、福島の現状を

学ぶことを目的に講義やディスカッションを行い

ました。

　6月15日には、最初に伊達市役所で除染を担

当されている半澤様より、他地域より進んでいる

と言われている伊達市の除染を進めてきた経緯

や、除染によって発生する廃棄物の仮置き場を

設置する際の住民との合意形成過程について講

義をいただきました。続いて東京大学医科学研

究所で、相馬市や南相馬市等での現場からの

復興にも尽力されている上特任教授より、「復興

は人づくりである」という信念のもと、相馬での

様 な々取り組みの紹介や人材の視点からの福島

県の状況について講義をいただきました。

　7月6日には、第一期での重点テーマとして設定していた「子供」、「産業」、「食」、「コミュニティ」の4テー

マにわかれ、各テーマの専門家や実務家から福島の現状を聞いた上で、塾生同士で福島における各

テーマの課題についての整理を行いました。

福島の現状についての講義 （6月15日、7月6日）

伊達市半澤様の講義

よつば保育園近藤副園長を交えた議論
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　福島の課題を解決するプロジェクトの立案で

は、7月20日のデザイン思考ワークショップを皮

切りに、9月21日には事業モデルに関する講義

やケーススタディ、10月19日には事業計画や予

算に関する講義・実践等を行いました。この

間、複数回にわたって、復興塾の発起人・メ

ンター等によるフィードバック会を開催し、最終

発表会やその後の実践に向けてのブラッシュ

アップを行いました。

福島の課題を解決するプロジェクトの立案 （7月20日、9月21日、10月5日、10月19日、11月2日、11月16日）

予算書の講義をいただいた木幡税理士

塾生同士での相互フィードバックの様子
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　8月3日には、ウクライナフィールドワークの事

前講座として、株式会社umariの木戸様等によ

り、世界の歴史の中での福島の位置づけにつ

いて学びました。8月12～17日のウクライナ

フィールドワーク後は、9月7日に、関係者や報

道機関向けに報告会を実施しました。（ウクライ

ナフィールドワークについては、「3 ウクライナ

フィールドワーク報告」を参照）

ウクライナフィールドワーク （8月3日、8月12～17日、9月7日）

事前研修での木戸様の講義

現地での夕食時の振り返り
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ウクライナフィールドワーク報告3

フィールドワークの目的3-1 ■

　ウクライナフィールドワークには、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター教員・ふくしま復興塾

塾生・事務局等、総勢31名が参加しました。2013年8月12日～17日（成田発着）で行い、現地での行

程は下表の通りです。

　東日本大震災とそれに伴う原子力発電所の事故を契機に福島は世界に類を見ない複雑な課題を抱え

る地域となりました。福島が抱える課題は世界の、人類の課題です。この課題を乗り越えていくことは

福島県民のみならず全世界中の人類にとって意味を持つはずです。

　この世界的課題にも前例があります。1986年のウクライナのチェルノブイリ原発事故です。ウクライナ

ではその数年後にソ連からの独立も達成し、原発事故の苦難や独立の混乱を経て、時代を変えるリー

ダー達が産まれました。これから福島で復興を進めるリーダーになるために、ウクライナの復興や独立を

目指して様 な々取り組みを行ってきた現地のリーダーたちは、様 な々面で福島のモデルとなるはずです。

　ふくしま復興塾では、福島の現状を把握するのみにとどまらず、福島の未来の可能性の一つであるウ

クライナの現地でその経験と教訓、そしてそこに住む人々の想いに直に向き合います。

　今回のフィールドワークでは、チェルノブイリ原発の視察に加え、ウクライナにおける復興の象徴とも

言われているスラブチチ・コロステンの両市を訪問し、市長・副市長をはじめ、リーダー達と直に交流

します。

日　付 訪問都市 訪問先

コロステン市

チェルノブイリ原子力発電所周辺

スラブチチ市

・ザリシア村
・チェルノブイリ原子力発電所
・プリピャチ市

・スラブチチ市長と面会
・街と原発ミュージアム
・社会精神リハビリセンター

・コロステン市長と面会
・州予測診断センターコロステン支局
・社会精神リハビリセンター
・市の公園のエクスカーションと
  軍事歴史施設スカラ

 8 月13日

 8 月14日

 8 月15日
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現地での視察内容報告3-2 ■

　27年前に事故が発生したチェルノブイリ原子力発電所ですが、事故後に放射能拡散を防ぐために旧石

棺が作られましたが、廃炉自体は現在もほとんど進んでいません。現在は、旧石棺の上を覆うアーチ状

の建造物（新石棺）を作成し、新石棺の中で廃炉を進めるプロジェクトが、世界中の知恵と技術を結集し

て遂行されています。チェルノブイリ原発で働いている人たちの中には、事故前から働いていて、現在は

廃炉に携わっている人もおり、長年働いている原発での仕事に誇りを持っている様子が印象的でした。

チェルノブイリ原子力発電所

チェルノブイリ発電所内の施設にて

旧石棺
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　スラブチチ市は原発事故後、原発作業員を

中心とした原発周辺住民の移住先として作られ

た町です。50近い種類の民族が住んでいま

す。産業的な発展も達成するなど、ウクライナ

の復興の象徴と見なされています。原発作業員

が多数住んでいたスラブチチは、2000年のチェ

ルノブイリ原発の稼働停止により、莫大な数の

失業者が出てしまいました。しかし、新石棺の

建設や、シリコンバレーとの協働プロジェクト

等、グローバルな施策によって雇用を創出して

います。

スラブチチ市

スラブチチ市長

スラブチチ市の街並み
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　コロステン市は、チェルノブイリ発電所の事

故による放射能汚染が著しかった市で、希望が

あれば移住先を国によって補償されていた地域

（第3ゾーン）で最大の都市です。その後の発展

から、スラブチチ同様にウクライナ復興の象徴と

見なされています。ウクライナの中で、平均給

与や暮らしやすさの満足度が高いため、チェル

ノブイリ原発事故の被害地域の中では比較的人

口が増加しています。例えば産業としては、特

区のような制度を作り、軍の飛行場の跡地を利

用しての工場の誘致等を行いました。

コロステン市

コロステン市の副市長

コロステン市の街並み
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参加者の感想（一部抜粋）3-3 ■

　今回のフィールドワークを通じて私が得たのは、「原発事故や放射

能汚染を完全に解決するにはとても長い時間がかかる」という実感で

す。「先端の廃炉作業を見ることができる。」と期待していたチェルノブ

イリ原子力発電所で見たものは、世界中の知見を結集しながら製作

を急いでいる「新石棺」でした。

　つまり、汚いものに蓋をすることが、現段階において世界が選ぶ

ことのできた最も効果的な事故対策だったのです。1986年のチェル

ノブイリ原子力発電所の事故から27年も経過し、かつ主要国から多

大な支援を受けてもなお、廃炉や危険区域除染等の根本的な解決

に至っていない厳しい現状に強い衝撃を受けました。福島の問題を

解決するには長い年月がかかる、という言葉はよく聞いていました

が、その意味を初めて実感しました。

　また、翌日に訪れたコロステンという都市では、社会精神リハビリ

センターという公共施設を訪問しました。この施設は、原発事故で

心に傷を負った人の精神的ケアや分析を無料で行う公共機関です

が、子供達が放射線の驚異を自ら避けることの出来るように子供向

けの対放射線教育も重視しています。日本の公共機関における被災

者への精神ケアは、保健所等の既存機関の活用にて対応されていま

すが、従来の仕事との兼務であることが多く、ウクライナほど踏み込

んだ対応をしていません。また、福島では、行政が対放射線知識を

広報することはあっても公教育として子供に放射線知識を与えている

わけではなかったので、ウクライナの事例に大変驚きました。

山田 雅文さん福島県庁
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　チェルノブイリが歩んできた「27年」を今の私の年齢に足すと、自

分の母親の今の年齢と同じ50歳になります。そのときには、どんな

福島になっているのでしょうか。

　「福島第一原発の収束作業はレベルを変えて現在進行形で続き、

そこで作業員として生きてく人が増え続けていること」「放射能恐怖症

に怯え生き続けている人々がいること」。これら様々な問題が、30年

後の福島で生き続けていると思います。そう考えたときに、私が今

の母親と同じ年齢になったときには、症状やレベルは違えど、今回

チェルノブイリで見た現実を、今度は福島で、私や将来の自分の子

どもは見ることになるだろうことを想像し、「30年間」という重みをリア

ルに感じました。

　しかし今回の視察で、「生き続ける問題と向き合う人々自身が、希

望を創り続けている」ということを実感できたことは大きいものでし

た。自らの手で新しい街を創りだしたスラブチチ市をはじめ、国民性

なのか、それとも時間が経過したから感じられることなのか、ウクラ

イナ人はとても前向きに生きていました。

●（その土地に対して）イメージが全くないということの方が悲しい

こと。だからこそ、有名になった事故後、それをどう活かすかの

方が大切であること

●「負の歴史」ではなく、「勝利の歴史」のイメージをつくること

●「大変なことが起きた国」ではなく、「大変なことを克服した国」と

してポジティブに捉えていくこと

　このように発想をすべてプラスに捉えていける力は、まさしく、今

の福島に必要な力だと感じます。こうした物事をプラスに捉えていく

ことこそが、自らに「自信」を与える力になるのだと、ウクライナの

人々を見て改めて思いました。

　さらにウクライナの人々は、ひとりひとりが“自立”を掲げて生きてい

る人 で々した。スラブチチ市の社会精神リハビリセンターで住民にアン

ケートを取った結果では、60％の住民が「（事故後の）支えは、自分自

身」と答えており、また、「国からお金をもらうのではなく、自分たちでお

金を稼ぐことを考えている」とコロステン市の副市長は答えています。

国に頼らず、自らが「できる！」と自立心を持って前進していけるのは、

チェルノブイリ事故を乗り越えてきた背景とともに、ソ連崩壊という大

きな社会不安定な時代と戦ってきた現れなのだろうと感じました。

高橋あゆみさん （福島大学卒業生）一般社団法人ワカツク
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①福島に“つながる”弁当 プロジェクト

②若手福島県・東京都自主勉強会

③「からだあそび塾」～幼少期における日常的な「身体遊び・運動」環境づくり～

④福島県高齢者の健康づくりと地域コミュニティの再生～目指せ！健康長寿！～

⑤「幸せをわかちあう」IIEブランド事業～ふくしま復興塾を通して、復旧フェーズの支援団体から復興フェーズの持

続可能なビジネスモデルへ転換～ 

⑥夜明け市場を中心とした食の循環モデルづくりプロジェクト

⑦福島で「繋がる」仲間づくりツアープロジェクト

⑧ふくしまイノベーターズカレッジ(仮)プロジェクト

⑨「ふくしまの被災地ツアー」大学教育プログラム化プロジェクト

⑩じいちゃんばあちゃんコミュニティ（高齢者が主体的に関わる地域の拠点づくり）

発表プロジェクト

最終発表会報告4
　ふくしま復興塾最終発表会は、2013年12月14日に、郡山市の市民交流プラザ大会議室にて開催し

ました。当日は、来賓として復興庁福島復興局から堀川参事官や郡山市の品川市長をはじめ、総勢

127名の方にご参加いただきました（復興塾塾生等も含む）。当日は、以下の①～⑥までのプロジェクト

が各15分程度の全体発表を行った他、全10プロジェクトがポスター発表を実施しました。

　ふくしま復興塾発起人より、ふくしま復興塾グランプリを「夜明け市場を中心とした食の循環モデルづく

りプロジェクト」が受賞し、協力企業のキリンビール様より、KIRIN賞を「福島県高齢者の健康づくりと地

域コミュニティの再生～目指せ！健康長寿！～」が受賞しました。

全体発表の様子 ポスター発表の様子
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グランプリを受賞した夜明け市場の松本さん（左）と復興塾発起人の井上さん（右）

KIRIN賞を受賞した（左から）羽根田さん、小抜さん、増子さん
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アンケート結果4-1 ■

塾生の発表プロジェクト4-2 ■

また、自由記述欄より以下のような感想をいただきました。

「ポスター発表の時間がもっとほしいと思うほど魅力的なプロジェクトが多数ありました。今後の活動に

期待しつつ、実現したあかつきには消費ユーザーとして見守り、応援したいと思います。」（20代女性）

「なかなか先が見えない福島ですが、未来を考え、発表する若い人に力づけられました。」（50代男性）

「どれも素晴らしい発表でした。自分の仕事にも活かしていきたい。」（30代男性）

　来場者（復興塾塾生や発起人等の関係者を除く）からのアンケートで、45人から回答をいただきまし

た。満足度を項目別で1～6点の6段階で調査し、全体で平均5.0点と高い満足度をいただきました。

全体
5.0

スタッフの対応 5.1 5.1 テーマ

4.0
時間配分

4.6
開催時間帯
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塾生からの声5-1 ■

実施結果5

　これまで、ソーシャルワーカーとして働いている中では、自分が

やっていることを客観的に見る機会がありませんでした。しかし復興

塾に入り、全く違う職業や立場の人と関わり、自分のやっていること

に対する外からの視点によって新たな気づきがありました。例えば、

震災後すぐは、福島の状況を悲観的に捉えていましたが、復興塾で

会った人との話やウクライナ・チェルノブイリに行ったことで考え方

が変わりました。福島には課題を解決することで価値を産み出す可

能性があるという外からの視点を知り、その視点を自分の中に落とし

込むことで、福島を過大評価も過小評価もせずに一歩引いた視点か

らも見れるようになったという変化です。

　最終発表会で発表した「福島県高齢者の健康づくりと地域コミュニ

ティの再生」プロジェクトは、私が日常的に仕事で接している人たち

から感じていたニーズから出てきたものです。以前から、潜在的に

は「やらなきゃ」という気持ちがあったと思いますが、チームメンバー

と議論をする機会ができたことで形になりつつあります。今は、所属

している法人に持ち帰って実現に向けて動き出しています。

郡山西部地域包括支援センター（郡山医療生協）　増子 理子さん

　震災後、福島県いわき市にUターンし、飲食店街を改装してプロ

デュースする「夜明け市場」を起業しました。しかし、震災後2年以

上経ち、「復興飲食店街」というブランディングにいつまでも乗っかっ

ていてはいけないと感じていて、その後の方向性に迷っていました。

復興塾に入ったのは、新たな福島に関わる人たちのネットワークを

作り、事業の次の展開へのヒントを得るためです。

　実際に受講してみると、歴史的な視点からの福島の現在の位置づ

けなどを学び、「復興」の時期が終わった後も、普通の町づくりにおさ

まらない大きな視点やビジョンを得ることができました。また、県内

外からサポートをしてもらう協力者を得られたことも大きな収穫で

す。

株式会社夜明け市場取締役　松本 丈さん
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メディア掲載情報①

平成26年1月13日

朝日新聞

「ふくしま復興塾」
についての記事
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